
平成 30 年度 男子ジュニアナショナル選手の選考方法 

  平成 30年 1月 15 日 

             男子ジュニア強化部 

Ｕ－１８ 強化選手の選考 

競技会成績による選考 

【15 名】 

 

 

全国大会の上位選手【15名】Ｓ～Ｈの順に選考する 

  Ｓ ＮＨＫ杯         【出場者】 

Ａ インターハイ      【上位 3名】  

Ｂ インターハイ      【高 2：上位 1名】 

Ｃ インターハイ      【高 1：上位 1名】  

Ｄ ジュニア 1部      【上位 3名】  

Ｅ ジュニア 1部      【高 2：上位 1名】  

Ｆ ジュニア 1部      【高 1：上位 1名】 

Ｇ 高校選抜        【1位-2 位】※1 

Ｈ ジュニア 1部      【若干名】   ※2 

※1 S.G に空位が出た場合は Hの選考に補充する 

※2 高 2、高 1は各 4名以上となるように優先選考を行う   

 

Ｕ―１５強化選手の選考 

トライアウトによる選考 

【12 名】 

 

中学生 【各学年 2名以上】 

小学生 【2名以上】 

 

トライアウトの参加資格【27名程度】 

・中学 3年：ジュニア 1部     【上位 1名】 

・中学 3年：ジュニア 2部     【上位 3名】 

・中学 3年：強化部推薦      【2 名】 

・中学 2年：ジュニア 2部     【上位 3名】  

・中学 2年：ジュニア Aクラス   【上位 1名】   

・中学 2年：強化部推薦      【2 名】 

・中学１年：ジュニア 2部     【上位 1名】 

・中学１年：ジュニア Aクラス   【上位 3名】  

・中学 1年：強化部推薦      【2 名】 

・小学 6年：ジュニア Aクラス   【上位 1名】  

・小学 6年：ジュニア Bクラス   【上位 1名】  

・小学 6年：強化部推薦      【2 名】 

・小学 5年以下：ジュニア Bクラス 【上位 2名】   

  ・小学 5年以下：強化部推薦    【1 名】  

・全国中学校大会         【1 名】 

・前年度 U-12 大会         【小 5以下最上位】 

・前年度ジュニア強化選手     【上記学年枠とは別枠】 

＜補足＞ 

Ⅰ 【上位○○名】は、上位選手より順次繰り上げを行う 

Ⅱ 競技会の各成績は当該年度の個人総合成績とする（高校選抜は前年度） 

Ⅲ 各選考区分で同点者が出た場合は FIG タイブレークを適用する 

Ⅳ ジュニア強化選手を対象に海外強化事業を実施する。国内強化事業では、U-12 指定育成選手、各ブロッ

クの上位選手、トライアウト出場選手、全国大会の個人・種目別上位選手、前年度ジュニア強化選手を

定期的に招聘する。 

Ⅵ 競技会名の省略 

全日本ジュニア選手権大会および東西決勝大会＝｢ジュニア｣ 

全国高等学校総合体育大会＝｢インターハイ｣ 

全国高等学校選抜大会＝｢高校選抜｣ 

全国ブロック選抜 U-12 選手権大会＝｢U-12｣ 


